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漢
点
字
の
散
歩
（
十
二
）

岡
田

健
嗣

五

点

字

①

英
語
点
字(

三)

ま
と
め－

拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
一
マ
ス
略
字

前
回
・
前
々
回
と
、
英
語
点
字
に
つ
い
て
考
え
て
来
た
。
触

読
上
の
読
み
易
さ
を
追
求
し
て
、
ブ
ラ
イ
ユ
以
来
の
点
字
を
、

各
国
語
に
適
す
る
よ
う
改
変(

進
化)

さ
せ
て
来
た
推
移
の
一
部

に
、
英
語
点
字
の
略
字
を
通
し
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
今
回
そ
の
全
容
を
ご
紹
介
で
き
る
は
ず

で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
前
回
の
留
意
点
を
ま
と
め
て
お
き
た

い
。①

単
語
を
表
す
一
マ
ス
略
字
：
音
素
を
表
す
拡
張
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト(

前
号
参
照)

三
三
文
字
の
う
ち
二
九
文
字
が
、
一
文
字

本
稿
で
は
、
〈
点
字
〉
を
ご
存
じ
な
い
皆
様
も
、
点
字

を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
お
受
け
止
め
い
た
だ
け
れ
ば
充
分
で

す
。
点
字
で
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

で
一
つ
の
単
語
を
表
す
略
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一
文
字
で

一
語
を
表
す
た
め
に
文
中
で
は
、
そ
の
前
後
に
ス
ペ
ー
ス
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
他
の
文
字
や
単
語
と
は
結
合
で

き
な
い
こ
と
と
い
う
制
約
が
あ
っ
て
、
名
詞
の
複
数
形
、
動
詞

の
語
尾
変
化
、
あ
る
い
は
複
合
語
の
形
成
に
は
用
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

例

d
(
d
o
)

→d
o
e
s

d
o

(
d
o
i
n
g
)

d
o
n
'
t

e
(
e
v
e
r
y
)

→

e
y
b
o
d
y
(
e
v
e
r
y
b
o
d
y
)
(
e

：
後
述)

g
(
g
o
)

→g
o
e
s

g
o

(
g
o
i
n
g
)

h
(
h
a
v
e
)

→h
a
v

(
h
a
v
i
n
g
)

k
(
k
n
o
w
l
e
d
g
e
)

→

k
l

g
(
k
n
o
w
l
e
d
g
e
d
)

k
l

g
e
s
(
k
n
o
w
l
e
d
g
e
s
)

k
l

g

(
k
n
o
w
l
e
d
g
i
n
g
)
(
k

、
後
述)

l
(
l
i
k
e
)

→l
i
k

(
l
i
k
e
d
)

l
i
k
e
s

l
i
k

(
l
i
k
i
n
g
)

w
(
w
i
l
l
)

→w
i
l
l

(
w
i
l
l
e
d
)
w
i
l
l

(
w
i
l
l
i
n
g
)

w
i
l
l
s

w
i
l
l
l

s
(
w
i
l
l
n
e
s
s
)
(

s

：
後
述)

(
c
h
i
l
d
)

→

i
l
d
h
o
o
d
(
c
h
i
l
d
h
o
o
d
)

i
l
d

s

(
c
h
i
l
d
n
e
s
s
)

(
w
h
i
c
h
)

→

i
e
(
w
h
i
c
h
e
v
e
r
)

(
o
u
t
)

→

t
(
w
i
t
h
o
u
t
)

t
(
t
h
r
o
u
g
h
o
u
t
)

(
s
t
i
l
l
)

→

i
l
l
l
i
f
e
(
s
t
i
l
l
l
i
f
e
)

i
l
l

s

(
s
t
i
l
l
n
e
s
s
)

－ １ －



ルイ・ブライユの点字表

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１： Upper4

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii Jj

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
２： ＋

Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr Ss Tt

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
３： ＋

Uu Vv Xx Yy Zz and for of the with

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
４： ＋

ch gh sh th wh ed er ou ow Ww

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
５： Lower4

， ； ： ． en ！ () ？ in ”

51 52 53 54 55 56
６：

st ing ble ar ’ ‐

57 58 59 60 61 62 63
７：

②
一
マ
ス
音
節
略
字
：
一
つ
の
略
字
で
、

子
音
と
母
音
で
形
成
さ
れ
る
音
節
を
表
す
。

こ
の
中
に
は
、
単
語
の
略
字
と
し
て
用
い
ら

れ
る
も
の
も
多
い
。

③l
o
w
e
r
4
d
o
t
s
s
i
g
n

：

～

番

41

50

は
、“

l
o
w
e
r
4
d
o
t
s
s
i
g
n
”

と
呼
ば
れ

て
、
マ
ス
の
上
四
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で

で
き
て
い
る

～

番
の
符
号
を
、
下
の
四

1

10

つ
の
点
の
位
置
に
下
げ
て
表
し
た
符
号
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は

・”

番
と
と
も
に
、p

u

55

56

n
-
c
t
u
a
t
i
o
n

や
文
章
記
号
を
表
す
の
に
用
い

ら
れ
る
。
ま
た
略
字
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る

(

前
号
参
照)

。

二
マ
ス
音
節
略
字

二
マ
ス
略
字
と
は
、
二
つ
の
マ
ス
を
使
っ

て
表
す
略
字
で
あ
る
。
英
語
点
字
で
は
、

“
r
i
g
h
t
s
i
d
e
d
o
t
s
”

で
あ
る

～

番

58

63

の
符
号
を
、
文
字
に
前
置
し
て
表
す
。

番
57

「

」
は
ア
ク
セ
ン
ト
符
号
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。

「

」
、

58

59

「

」
、

「

」
を
文
字
に
前
置
す
る
こ

60

と
で
、
単
語
あ
る
い
は
音
節
を
表
す
二
マ
ス

－ ２ －



略
字
を
作
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「

」
は
イ
タ
リ
ッ
ク
符

61

号
、

「

」
は
字
母
符
号
、

「

」
は
大
文
字
符
号
で
あ

62

63

る
の
で
、
こ
れ
ら
が
前
置
さ
れ
て
略
字
を
表
す
場
合
は
、
語
尾

お
よ
び
語
中
の
音
節
略
字
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
：

c
(
c
a
n
n
o
t
)

d
(
d
a
y
)

→h
o
l
i

d
(
h
o
l
i
d
a
y
)
y
e

d
(
y
e
s
t
e
r
d
a
y
)

d
(
o
u
n
d
)

→b
d
(
b
o
u
n
d
)
f

d
(
f
o
u
n
d
)

e
(
e
v
e
r
)

→

e
y

d
(
e
v
e
r
y
d
a
y
)

e
(
f
o
r
e
v
e
r
)

e
(
w
h
e
r
e
v
e
r
)

e
(
a
n
c
e
)

→

e
(
c
h
a
n
c
e
)
p

m
e
(
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
)

e
(
e
n
c
e
)

→d
e
f
e
(
d
e
f
e
n
c
e
)

f
e
(
o
f
f
e
n
c
e
)

f
(
f
a
t
h
e
r
)

→g
r

f
(
g
r
a
n
d
f
a
t
h
e
r
)

g
(
o
n
g
)

→s
g
(
s
o
n
g
)

p
p

g
(
p
i
n
g
p
o
n
g
)

h
(
h
e
r
e
)

→

h
(
h
e
r
e
w
i
t
h
)

h
(
h
a
d
)

→

h
n
'
t
(
h
a
d
m
'
t
)

k
(
k
n
o
w
)

→

k
s
(
k
n
o
w
s
)

u
n

k
n
(
u
n
k
n
o
w
n
)

a
c
k
l

g
e
(
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
)

l
(
l
o
r
d
)

→o
v

l
(
o
v
e
r
l
o
r
d
)

l
(
f
u
l
)

→b
u
t
i
l
(
b
e
a
u
t
i
f
u
l
)
c

e
l
(
c
a
r
e
f
u
l
)

m
(
m
o
t
h
e
r
)

→g
r

m
(
g
r
a
n
d
m
o
t
h
e
r
)

m
(
m
a
n
y
)

→G
m
(
G
e
r
m
a
n
y
)

n
(
n
a
m
e
)

→r
e

n
d
(
r
e
n
a
m
e
d
)

n
a
m
(
n
a
m
i
n
g
)

n
(
s
i
o
n
)

→v
i
n
(
v
i
s
i
o
n
)
e
x
p
r
e
s
n
(
e
x
p
r
e
s
s
i
o
n
)

n
(
t
i
o
n
)

→

t
r
a
c

n
(
c
o
n
t
r
a
c
t
i
o
n
)

e
m
o

n
(
e
m
o
-

t
i
o
n
)

n
(
a
t
i
o
n
)

→n
n
(
n
a
t
i
o
n
)

n
(
s
t
a
t
i
o
n
)

m
n
(
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)

o
(
o
n
e
)

→

e
y

o
(
e
v
e
r
y
o
n
e
)

m
o
y
(
m
o
n
e
y
)

o
(
s
t
o
n
e
)

p
(
p
a
r
t
)

→d
e

p
t
(
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)

p
i
c
u
l

(
p
-

a
r
t
i
c
u
l
a
r
)

q
(
q
u
e
s
t
i
o
n
)

→

q
a

(
q
u
e
s
t
i
o
n
a
b
l
e
)

r
(
r
i
g
h
t
)

→b
r
(
b
r
i
g
h
t
)

s
p

r
(
s
p
r
i
g
h
t
)

s
(
s
o
m
e
)

→

s
(
s
o
m
e
t
h
i
n
g
)

s
t
s
(
s
o
m
e
t
i
m
e
s
)

s
(
l
e
s
s
)

→

d
s
(
e
n
d
l
e
s
s
)

u
n

s
(
u
n
l
e
s
s
)

s
(
n
e
s
s
)

→h
o
l
i
s
(
h
o
l
i
n
e
s
s
)
k
d
s
(
k
i
n
d
n
e
s
s
)

s
(
s
p
i
r
i
t
)

→

s
u
a
l
(
s
p
i
r
i
t
u
a
l
)

t
(
t
i
m
e
)

→

t
s
(
t
i
m
e
s
)

m
i

t
(
m
a
r
i
t
i
m
e
)

t
i
m

(
t
i
m
i
n
g
)

t
(
o
u
n
t
)

→c
t
(
c
o
u
n
t
)
m

t
a

(
m
o
u
n
t
a
i
n
)

t
(
m
e
n
t
)

→

t
(
c
o
m
m
e
n
t
)

m
o

t
(
m
o
m
e
n
t
)

t
r

t

t
(
t
r
e
a
t
m
e
n
t
)

u
(
u
n
d
e
r
)

→

u
(
u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
)

u
(
t
h
u
n
d
e
r
)

－ ３ －



u
(
u
p
o
n
)

→

u
(
t
h
e
r
e
u
p
o
n
)

w
(
w
o
r
k
)

→

w
(
w
o
r
k
i
n
g
)

w
o
p
(
w
o
r
k
s
h
o
p
)

w
(
w
o
r
d
)

→

w
s
(
w
o
r
d
l
e
s
s
)

w
(
w
o
r
l
d
)

→

u
w
(
u
n
d
e
r
w
o
r
l
d
)

w
i
p
(
w
o
r
l
d
-

s
h
i
p
)

y
(
y
o
u
n
g
)

→
y
m
a
n
(
y
o
u
n
g
m
a
n
)

y
w
o
m
a
n
(
y
o
u
n
g
-

w
o
m
a
n
)

y
(
i
t
y
)

→a
b
i
l

y
(
a
b
i
l
i
t
y
)
c

y
(
c
i
t
y
)

y
(
a
l
l
y
)

→n
n

y
(
n
a
t
i
o
n
a
l
l
y
)

r
e

y
(
r
e
a
l
l
y
)

u
s
u
y
(
u
s
u
a
l
l
y
)

(
t
h
e
r
e
)

→

e
(
t
h
e
r
e
f
o
r
e
)

(
t
h
e
r
e
i
n
)

(
t
h
e
s
e
)

(
t
h
e
i
r
)

→

s
(
t
h
e
i
r
s
)

(
c
h
a
r
a
c
t
e
r
)

→

i
i
c
(
c
h
a
r
a
c
t
e
r
i
s
t
i
c
)

(
t
h
r
o
u
g
h
)

→

t
(
t
h
r
o
u
g
h
o
u
t
)

(
t
h
o
s
e
)

(
w
h
e
r
e
)

→a
n
y

(
a
n
y
w
h
e
r
e
)
n
o

(
n
o
w
h
e
r
e
)

(
w
h
o
s
e
)

(
o
u
g
h
t
)

→b
(
b
o
u
g
h
t
)

(
t
h
o
u
g
h
t
)

以
上
が
、
二
マ
ス
略
字
の
全
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
こ
の
二
マ
ス
略
字
の
構
成
は
、
一
マ
ス
音
節
略
字
に
従
っ

て
い
る
。

～

番
の
「

・

・

」
の
符
号
が
前
置
さ
れ

58

60

た
二
マ
ス
略
字
は
、
「

a
n
d

・

f
o
r

・

o
f

・

t
h
e

・

w

i
t
h

・

i
n

」
の
一
マ
ス
略
字
と
同
様
に
、
単
語
と
し
て
機
能

し
、
語
の
構
成
要
素
と
な
り
、
あ
る
い
は
複
合
語
を
組
成
す

る
。

～

番
の
「

・

・

」
が
前
置
さ
れ
た
二
マ
ス
略

61

63

字
は
、
「

i
n
g

・

b
l
e

」
の
一
マ
ス
略
字
と
同
様
に
、
語
尾

お
よ
び
語
中
の
音
節
を
表
す
。

②
こ
の
二
マ
ス
略
字
の
右
側
の
マ
ス
に
は
、
拡
張
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
文
字
が
入
る
。
そ
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
文
字

は
、
「a

・b

・i

・j

・v

・x

・z

・

g
h

・

s
h

・

s
t

」
で

あ
る
。
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
以
外
で
は
唯
一
「

t
h
e

」
が

用
い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
英
語
点
字
の
基
層
は
、
こ
の
拡
張

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
占
め
て
い
る
。

③

～

番
のr

i
g
h
t
s
i
d
e
d
o
t
s

を
前
置
し
て
二
マ
ス
の

58

63

点
字
を
作
る
試
み
は
、
ブ
ラ
イ
ユ
の
起
案
に
は
な
か
っ
た
。
ブ

ラ
イ
ユ
は
縦
三
点
・
横
二
列
「

」
の
一
マ
ス
を
単
位
と
し
た

点
字
を
考
案
し
た
が
そ
の
前
に
、
「

」
と
い
う
四
つ
の
点
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
点
字
は
六
つ
の
点
で
は
な
く
、
先
ず
四
つ

の
点
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
恐
ら
く
真
相
で
あ
ろ
う
。

英
語
点
字
の
二
マ
ス
略
字
は
、
点
字
の
概
念
を
も
う
一
歩
進
め

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
四
つ
の
点
で
始
ま
っ
た
ブ
ラ
イ
ユ
の
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点
字
、
そ
れ
が
ブ
ラ
イ
ユ
自
身
の
手
で
六
つ
の
点
の
文
字
へ
歩

を
進
め
た
。
そ
の
後
各
国
語
に
伝
播
す
る
中
で
、
英
語
点
字
で

は
、r

i
g
h
t
s
i
d
e
d
o
t
s

を
前
置
し
た
、
そ
の
前
の
マ
ス
と
は

一
点
分
の
幅
を
置
い
て
、
縦
三
点
・
横
三
列
の
パ
タ
ー
ン
が
、

点
字
の
単
位
と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
試
行
錯
誤

と
経
験
則
の
な
せ
る
業
で
あ
っ
て
、
弛
ま
ぬ
研
究
の
成
果
に
違

い
な
く
、
極
め
て
大
き
な
意
味
で
あ
る
。

人
の
眼
球
は
常
に
細
か
く
振
動
し
て
い
る
と
い
う
。
網
膜
の

視
細
胞
の
閾
値
を
低
く
留
め
る
た
め
で
あ
る
と
言
い
、
ま
た
像

を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
周
辺
と
の
差
異
を
認
知
す
る
こ

と
が
必
要
だ
か
ら
と
も
言
わ
れ
る
。
点
字
の
触
読
も
、
指
先
を

常
に
動
か
す
と
こ
ろ
に
コ
ツ
が
あ
る
。
疲
労
し
な
い
よ
う
に
大

き
な
動
き
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
指
の
動
き
の
中
か

ら
文
字
が
生
ま
れ
て
来
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
ん
な
経
験
か

ら
二
マ
ス
を
単
位
と
し
た
点
字
が
、
自
ず
と
認
識
さ
れ
て
来
た

の
で
あ
ろ
う
。

縮
字(

s
h
o
r
t
-
f
o
r
m
w
o
r
d
)

最
後
に
ご
紹
介
す
る
の
が
、“

s
h
o
r
t
-
f
o
r
m
w
o
r
d
”
(

縮

字)

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
語
の
綴
り
の
中
か
ら
数
文
字
を
抜

き
出
し
て
、
綴
り
そ
の
も
の
を
短
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

“
L
t
d
.
,
i
n
c
.
”

の
よ
う
に
、
墨
字
で
も
慣
用
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
体
系
付
け
て
、
単
語
の
綴
り

を
短
く
し
、
文
章
の
文
字
数
を
少
な
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
略
字
は
数
多
い
の
で
、
代
表
的
な
単
語
を
挙
げ
る
こ
と
に
す

る
。例

：

a
b

＝a
b
o
u
t

a
b
v

＝a
b
o
v
e
a
c

＝a
c
c
o
r
d
i
n
g

a
c
r

＝a
c
r
o
s
s

a
f

＝a
f
t
e
r

a
f
n

＝a
f
t
e
r
n
o
o
n

a
g

＝a
g
a
i
n

a
g

＝a
g
a
i
n
s
t

a
l

＝a
l
s
o

a
l
r

＝a
l
r
e
a
d
y

c

＝b
e
c
a
u
s
e

f

＝b
e
f
o
r
e

s

＝b
e
s
i
d
e

b
l

＝b
l
i
n
d
b
r
l

＝b
r
a
i
l
l
e

n

＝c
h
i
l
d
r
e
n

c
v

＝c
o
n
c
e
i
v
e

c
v
g

＝c
o
n
c
e
i
v
i
n
g

c
d

＝c
o
u
l
d

d
c
l

＝d
e
c
l
a
r
e

d
c
l
g

＝d
e
c
l
a
r
i
n
g

f

＝f
i
r
s
t

f
r

＝f
r
i
e
n
d

g
d

＝g
o
o
d
g
r
t

＝g
r
e
a
t

i
m
m

＝i
m
m
e
d
i
a
t
e

x
s

＝i
t
s
l
r

＝l
e
t
t
e
r
l
l

＝l
i
t
t
l
e

n
e
c

＝n
e
c
e
s
s
a
r
y
p
d

＝p
a
i
d

q
k

＝q
u
i
c
k

r
c
v

＝r
e
c
e
i
v
e
r
c
v
g

＝r
e
c
e
i
v
i
n
g

s
d

＝s
a
i
d

d

＝s
h
o
u
l
d

s

＝s
u
c
h

t
d

＝t
o
d
a
y

t
g
r

＝t
o
g
e
t
h
e
r

t
m

＝t
o
m
o
r
r
o
w

w
d

＝w
o
u
l
d

y
r

＝y
o
u
r
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以
上
は
縮
字
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の

特
徴
を
示
す
に
は
充
分
と
思
え
る
。

①
こ
の
縮
字
を
使
用
す
る
に
は
、
墨
字
文
の
略
字
に
後
置
さ

れ
る
省
略
符
号
の
「.

」
は
、
使
用
さ
れ
な
い
。

②
縮
字
の“

x
s
(
i
t
s
)
,
y
r
(
y
o
u
r
)
”

は
、“

x
(
i
t
)
,
y
(
y
o

u
)
”

にs

やr

を
プ
ラ
ス
し
た
も
の
で
は
な
く
、“

x
s
,
y
r
”

と

い
う
二
マ
ス
の
縮
字
で
あ
る
。

③
縮
字
は
、
単
独
の
単
語
と
し
て
機
能
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
語
頭
や
語
尾
に
文
字
が
付
加
さ
れ
た
り
、
他
の
語
と
複
合

し
た
り
で
き
る
。

例
：

s
(
b
e
s
i
d
e
)

→

s
s
(
b
e
s
i
d
e
s
)

b
l
(
b
l
i
n
d
)

→b
l
s
(
b
l
i
n
d
n
e
s
s
)

i
m
m
(
i
m
m
e
d
i
a
t
e
)

→i
m
m
l
y
(
i
m
m
e
d
i
a
t
e
l
y
)

l
r
(
l
e
t
t
e
r
)

→l
r
p
r
e
s
s
(
l
e
t
t
e
r
p
r
e
s
s
)

④
語
尾
にe

の
あ
る
動
詞
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る“

c

v
(
c
o
n
c
e
i
v
e
)
,
r
c
v
(
r
e
c
e
i
v
e
)
”

の
過
去
形
・
過
去
分
詞
形

で
はd

を
後
置
す
る
こ
と
で
表
さ
れ
る
が
、
現
在
分
詞
形
で

は
、e

を
取
っ
てi

n
g

を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

“
c
v
g
(
c
o
n
c
e
i
v
i
n
g
)
,
r
c
v
g
(
r
e
c
e
i
v
i
n
g
)
”

と
い
う
縮
字

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

⑤
さ
ら
にe

で
終
わ
る
語
に
つ
い
て
、“

d
c
l
(
d
e
c
l
a
r
e
)
”

の
現
在
分
詞
形
は“
d
c
l
g
(
d
e
c
l
a
r
i
n
g
)
”

で
あ
る
が
、
名
詞

形
で
あ
る“
d
e
c
l
a
r
a
t
i
o
n
”

は
、e

を
除
く
た
め
に
縮
字
を
使

用
で
き
な
い
。“

d
e
c
l

n
”

と
表
記
す
る
。
同
様
に“

b
r
l

(
b
r
a
i
l
l
e
)
”

も
名
詞
の
複
数
形
を
表
す
に
はs

を
、
動
詞
と
し

て
使
用
す
る
場
合
の
過
去
形
・
過
去
分
詞
形
に
はd

を
後
置
す

る
こ
と
で
表
さ
れ
る
が
、
現
在
分
詞
形
を
表
す
場
合
は
、
縮
字

を
使
用
で
き
な
い
。“

b
r
a
i
l
l
”

と
表
記
す
る
。

以
上
で
あ
る
。
こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
略
字
の
使
用
に
は
、
微

細
に
渡
る
規
則
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
、“

A
m
e
r
i
c
a
n

P
r
i
n
t
i
n
g
H
o
u
s
e
f
o
r
t
h
e
B
l
i
n
d
”

版
、“

E
N
G
L
I
S
H
B
R
A

I
L
L
E
”

を
ご
参
照
下
さ
い
。

英
語
点
字
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
文
字
の
捉
え
方
を
一
歩
も

二
歩
も
進
め
て
い
る
。
こ
れ
以
上
進
化
す
れ
ば
、
一
般
の
文
字

と
の
間
に
、
隔
た
り
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
分
野
の
表
記

法
や“

s
t
e
n
o
g
r
a
p
h
y
”
(

速
記
法)

も
考
案
さ
れ
・
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
一
般
の
点
字
の
文
書
は
、
こ
の
略
字
法
に
よ
っ
て

表
さ
れ
て
い
る
。
フ
ル
ス
ペ
リ
ン
グ
の
文
書
と
の
分
量
の
比
較

で
は
、
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
縮
小
で
き
る
と
い
う
。
欧
米
の
言

語
は
、
書
き
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
発
音
と
意
味
と
が
直
結
し
て

い
る
。
文
字
は
音
を
表
す
だ
け
で
、
意
味
は
指
示
し
な
い
。
そ

の
た
め
に
点
字
に
も
、
発
音
の
速
度
と
リ
ズ
ム
に
適
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

続
く)
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
六
九
）

新
常
用
漢
字
表
（
一
）

山
内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
は
今
年
の
一
月
二
十
七
日
、
同

漢
字
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
、
今
ま
で
の
常
用
漢
字
表
に
代
わ

る
新
常
用
漢
字
表
（
仮
称
）
の
試
案
を
了
承
し
た
。
平
成
二
一

年
三
月
一
六
日
か
ら
四
月
一
六
日
ま
で
の
期
間
、
文
化
庁
で

は
、
こ
の
「
「
新
常
用
漢
字
表
（
仮
称
）
」
に
関
す
る
試
案
」

に
対
す
る
意
見
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
来
年
二
〇
一

〇
年
の
二
月
に
文
部
科
学
大
臣
宛
に
答
申
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
、
追
加
さ
れ
る
漢
字
は
一
九
一
字
、
今
ま
で
常
用

漢
字
表
に
あ
っ
て
今
回
削
除
さ
れ
る
漢
字
が
五
字
（
「
銑
」

「
錘
」
「
勺
」
「
匁
」
「
脹
」
）
で
、
合
計
二
一
三
一
字
が
候

補
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
。

今
回
の
見
直
し
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
機

器
の
普
及
が
私
た
ち
の
漢
字
使
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お

り
、
新
た
な
漢
字
使
用
の
目
安
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
情
報
機
器
は
「
読
む
行
為
」
よ

り
も
「
書
く
行
為
」
を
支
援
す
る
役
割
が
大
き
く
、
こ
の
書
記

環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
①
読
め
る
、
②
分
か
る
、
③
書
け
る

と
い
う
三
つ
の
要
素
で
漢
字
を
考
え
、
読
め
る
だ
け
で
よ
い

「
準
常
用
漢
字
」
と
い
う
考
え
も
検
討
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に

は
〈
な
る
べ
く
単
純
明
快
な
漢
字
表
を
作
成
す
る
〉
と
い
う
考

え
を
優
先
し
、
表
は
一
つ
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
の
追

加
漢
字
の
中
に
は
「
鬱
」
と
い
っ
た
難
字
や
「
籠
」
「
麓
」
な

ど
筆
画
数
が
多
い
字
も
入
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
に
当
た
っ

て
は
、
「
漢
字
出
現
頻
度
数
調
査
」
が
、
書
籍
、
教
科
書
、
新

聞
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
行
わ
れ
、
「
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
常
用
漢
字
の
う
ち
二
五
〇
〇
位
以
内
の
も
の
は
残
す
方
向
」

で
、
「
表
外
漢
字
で
一
五
〇
〇
位
以
内
の
も
の
（
藤
・
之
・
誰

・
伊
・
俺
な
ど
）
と
常
用
漢
字
二
五
〇
一
位
以
上
の
も
の
は
基

本
的
に
残
す
が
不
要
な
も
の
は
落
と
す
方
向
」
で
、
「
表
外
漢

字
の
二
五
〇
一
位
か
ら
三
五
〇
〇
位
ま
で
の
漢
字
は
特
に
必
要

な
漢
字
だ
け
を
拾
う
」
と
い
う
方
針
で
一
字
一
字
が
検
討
さ
れ

た
。
出
現
頻
度
が
高
い
漢
字
で
も
、
「
訓
の
み
あ
る
い
は
訓
中

心
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
（
濡
・
覗
な
ど
）
や
人
名
・
地
名

の
固
有
名
詞
中
心
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
（
伊
・
鴨
な
ど
）
は

入
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
ま
で
外
さ
れ
て
い
た
固

有
名
詞
の
内
、
都
道
府
県
名
（
「
阪
」
「
奈
」
「
岡
」
「
阜
」

「
栃
」
「
茨
」
「
埼
」
「
梨
」
「
媛
」
「
鹿
」
「
熊
」
）
と
そ

れ
に
準
じ
る
字
（
畿
・
韓
な
ど
）
が
例
外
と
し
て
追
加
さ
れ
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た
。
例
え
ば
今
回
削
除
さ
れ
た
「
銑
」
は
書
籍
デ
ー
タ
の
中
で

常
用
漢
字
中
最
も
出
現
順
位
が
低
く
、
四
〇
〇
四
位
だ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
常
用
漢
字
の
音
訓
の
見
直
し
と
追
加
も
行
わ

れ
、
常
用
漢
字
の
四
〇
八
七
（
音
二
一
八
七
、
訓
一
九
〇
〇
）

か
ら
、
新
常
用
漢
字
で
は
四
三
八
五
（
音
二
三
五
二
、
訓
二
〇

三
三
）
に
増
え
る
。
例
え
ば
「
私
」
と
い
う
漢
字
に
は
「
わ
た

く
し
」
と
い
う
、
「
魚
」
に
は
「
う
お
」
と
い
う
訓
し
か
な
か

っ
た
が
、
今
回
「
わ
た
し
」
や
「
さ
か
な
」
も
追
加
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
追
加
さ
れ
た
主
な
訓
は
「
育
（
は
ぐ
く
）
む
」
「
応

（
こ
た
）
え
る
」
「
関
（
か
か
）
わ
る
」
「
旬
（
し
ゅ
ん
）
」

「
要
（
か
な
め
）
」
な
ど3

2

例
。
削
除
さ
れ
る
訓
は
漱
石
の

「
猫
」
に
登
場
す
る
「
疲
（
つ
か
）
ら
す
」
な
ど
。
音
で
は

「
世
界
中
」
と
か
「
町
中
」
と
言
う
時
の
「
中
」
の
音
「
ジ
ュ

ウ
」
、
「
十
」
も
今
ま
で
「
ジ
ュ
ウ
」
と
「
ジ
ッ
」
だ
け
で
、

「
ジ
ュ
ッ
」
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
追
加
さ
れ
た
た
め
に
、
十

干
十
二
支
も
「
ジ
ッ
カ
ン
ジ
ュ
ウ
ニ
シ
」
だ
け
で
は
な
く
「
ジ

ュ
ッ
カ
ン
ジ
ュ
ウ
ニ
シ
」
と
も
読
め
る
よ
う
に
な
る
。

三
月
二
六
日
、
国
語
施
策
懇
談
会
が
開
か
れ
「
新
常
用
漢
字

表
（
仮
称
）
」
に
関
す
る
試
案
に
つ
い
て
文
化
審
議
会
の
学
者

ら
が
内
容
の
説
明
を
行
っ
た
。
（
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
朝

日
新
聞
朝
刊
）
そ
こ
で
、
集
中
し
た
質
問
は
字
体
の
問
題
で
、

特
に
今
回
追
加
さ
れ
る
漢
字
「
遜
」
「
遡
」
「
謎
」
に
使
用
さ

れ
る
「
し
ん
に
ゅ
う
」
が
、
従
来
の
常
用
漢
字
で
使
わ
れ
て
い

た
「
道
」
な
ど
の
「
し
ん
に
ゅ
う
」
と
異
な
る
「
二
点
し
ん
に

ゅ
う
」
で
あ
り
、
な
ぜ
統
一
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。今

回
の
追
加
文
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
「
最
も
頻
度
高
く
使

用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
採
用
す
る
。
」
と
い
う
方
針
で
あ
り
、

漢
字
出
現
頻
度
数
調
査
の
出
現
回
数
で
、
例
え
ば
「
「
頬
」
八

回
対
「?

」
六
六
八
五
回
」
、
「
亀
」
六
六
九
五
回
対
「
龜
」

四
回
、
一
点
し
ん
に
ゅ
う
の
「
遡
」
二
回
対
二
点
し
ん
に
ゅ
う

の
「
遡
」
七
五
三
回
、
新
字
体
の
「
餌
」
三
回
対
、
旧
字
体
の

「
餌
」
一
三
七
七
回
と
い
う
よ
う
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
文

字
を
採
用
し
た
た
め
に
一
点
と
二
点
し
ん
に
ゅ
う
が
漢
字
表
の

中
に
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
食
偏
の
常

用
漢
字
に
は
な
い
「
餅
」
と
い
う
字
が
新
聞
で
ど
の
よ
う
に
使

用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
と
ま
っ
た
く
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
い
う
。

あ
る
ブ
ロ
グ
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
載
っ
て
い
た
。

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
t
v
.
c
o
.
j
p
/
a
n
n
o
u
n
c
e
/
k
o
t
o
b
a
/
b
a
c
k
/

3
1
0
1
-
3
2
0
0
/
3
1
3
1
.
h
t
m
l

）

「
二
月
六
日
、
赤
福
餅
の
販
売
再
開
の
記
事
で
『
も
ち
』
の
漢

字
の
表
記
が
、
新
聞
各
紙
夕
刊
で
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。
と
言
っ

て
も
、
よ
く
注
意
し
な
い
と
気
付
か
な
い
で
通
り
過
ぎ
そ
う
な

も
の
な
の
で
す
が
。
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（
毎
日
新
聞
）
「
餅
」
（
ル
ビ
な
し
）

（
読
売
新
聞
）
「
餅
」
（
ル
ビ
あ
り
）

（
朝
日
新
聞
）
旧
字
体
の
「
餠
」
（
ル
ビ
な
し
）

（
産
経
新
聞
）
旧
字
体
の
「
餠
」
（
ル
ビ
あ
り
）

（
日
経
新
聞
）
記
事
な
し

と
い
う
具
合
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

（
一
）
「
餅
」
は
常
用
漢
字
表
に
載
っ
て
い
な
い
「
表
外
字
」

で
あ
る
。

（
二
）
毎
日
と
読
売
は
、
簡
略
字
体
（
新
字
体
）
の
「
餅
」
を

用
い
、
朝
日
と
産
経
は
「
正
字
体
」
（
旧
字
体
）
の
「
餠
」
を

用
い
て
い
る
。

（
三
）
旧
字
体
・
新
字
体
を
問
わ
ず
、
読
売
と
産
経
は
「
餅
」

「
餠
」
は
、
ル
ビ
を
振
ら
な
い
と
使
え
な
い
、
つ
ま
り
「
表
外

字
」
と
し
て
の
扱
い
を
し
て
い
る
が
、
朝
日
と
毎
日
は
、
表
外

字
で
は
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
社
独
自
に
「
ル
ビ
が
な
く
て

も
読
め
る
漢
字
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

と
い
う
点
で
す
か
ね
。

つ
ま
り
、
「
新
字
体
・
旧
字
体
」
「
ル
ビ
あ
り
・
ル
ビ
な
し
」

と
い
う
二
つ
の
基
準
が
、
一
つ
の
漢
字
に
対
し
て
当
て
は
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
ば
ら
ば
ら
の
表
記
な
の
で
し
ょ
う

ね
。
」

こ
の
こ
と
か
ら
新
聞
社
で
も
、
常
用
漢
字
表
の
表
外
漢
字
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一

言

岡

田

健

嗣

前
号
で
は
、
昨
年
（
２
０
０
８
年
）

月
末
に
起
き
た
、
上

11

方
落
語
の
落
語
家
・
笑
福
亭
伯
鶴
さ
ん
が
、
駅
の
ホ
ー
ム
と
電

車
の
間
に
挟
ま
れ
て
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
を
考
え
て
見
た
。
伯

鶴
さ
ん
の
怪
我
は
脳
挫
傷
と
両
足
の
骨
折
だ
っ
た
。
全
国
の
視

覚
障
害
者
と
支
持
し
て
下
さ
っ
て
い
る
社
会
に
、
大
き
な
衝
撃

を
与
え
た
。
幸
い
伯
鶴
さ
ん
の
回
復
は
速
く
、
現
在
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
高
座
へ
の
復

帰
を
待
つ
声
も
高
い
。

私
は
２
０
０
５
年
に
、
身
体
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
、
障
害
者
の
外
出
支
援
を
事
業
と
す
る
会
社
を
起
し
た
。

現
在
で
も
全
国
的
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
地
域
差
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
自
立
支
援
法
以
前
は
国
の
基
準
が
な
く
、
各
地
域

が
独
自
の
基
準
を
設
け
て
、
事
業
所
に
委
嘱
す
る
な
り
、
事
業

所
を
設
置
す
る
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
委
ね
る
な
り
し

て
、
外
出
を
支
援
し
て
い
た
。

現
在
の
自
立
支
援
法
が
万
全
と
は
と
て
も
言
え
な
い
が
、
全

国
に
一
律
の
基
準
を
示
し
た
の
は
、
一
つ
の
評
価
に
値
す
る
と

私
は
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
各
地
域
で
の
活
動

が
、
障
害
者
の
外
出
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
進
め
ら
れ
た
の

が
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
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て
、
地
域
間
の
格
差
が
広
が
っ
た
こ
と
と
、
ニ
ー
ズ
の
内
容
が

切
実
で
と
て
も
放
っ
て
は
置
け
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
社

会
の
あ
り
方
が
、
狭
い
地
域
の
相
互
扶
助
で
は
支
え
き
れ
な
く

な
っ
て
来
た
こ
と
な
ど
、
社
会
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で

あ
る
。

私
が
外
出
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
さ
ほ
ど
前
で
は
な
い
。
現
在
公
的
な
外
出
支
援
と
し
て
受

け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
十
数
年
前
ま
で
は
、
役
所
・
通
院
・

金
融
機
関
・
買
い
物
と
、
だ
い
た
い
母
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て

い
た
。
ま
だ
母
の
足
が
、
し
っ
か
り
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
の
用
件
は
、
一
人
で
出
か
け
て
行
く
か
、
ご
一
緒
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
あ
れ
ば
、
そ
の
方
に
お
願
い
す
る
か
で
あ

っ
た
。
社
会
に
出
た
こ
ろ
は
、
一
人
で
行
動
す
る
の
が
当
然
と

考
え
て
い
た
し
、
そ
の
責
任
は
、
自
由
の
別
名
と
さ
え
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

母
の
同
行
に
頼
っ
て
い
た
と
い
う
の
も
、
実
は
多
く
は
、
行

動
で
は
な
く
、
行
っ
た
先
の
用
件
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
病
院

で
は
誰
か
の
手
を
煩
わ
さ
な
け
れ
ば
、
診
察
も
処
置
も
受
け
ら

れ
な
い
。
役
所
や
金
融
機
関
で
は
手
続
き
の
大
半
が
書
類
の
解

読
と
記
入
で
あ
る
。
買
い
物
は
、
品
物
の
見
分
け
で
あ
る
。
つ

ま
り
視
力
な
し
で
は
果
た
せ
な
い
用
件
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

1

人
で
行
っ
て
も
何
と
か
な
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
母
に
同
行

を
頼
ま
ず
に
、
一
人
で
出
か
け
た
。

よ
く
視
覚
障
害
者
の
一
人
歩
き
は
、
頭
の
中
に
地
図
を
書
く

こ
と
か
ら
始
ま
る
と
言
う
。
確
か
に
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い

よ
う
だ
が
、
そ
の
前
に
、
実
際
に
動
い
た
道
順
を
、
頭
の
中
に

地
図
と
し
て
描
け
る
か
が
大
事
な
要
件
に
思
え
る
。
自
分
の
身

体
の
動
き
を
な
ぞ
っ
て
見
る
。
聴
覚
や
触
覚
か
ら
の
情
報
か

ら
、
ど
う
動
い
て
来
た
か
を
再
認
し
て
見
る
。
知
っ
て
い
る
道

を
、
身
体
の
動
き
と
し
て
頭
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
か

ら
聞
い
た
情
報
か
ら
、
地
図
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
人
か
ら
得
た
情
報
を
頭
の
中
に
な
ぞ

っ
て
見
て
、
そ
の
通
り
に
身
体
が
動
け
ば
、
目
的
地
へ
ち
ゃ
ん

と
到
達
で
き
る
の
で
あ
る
。

私
の

代
・

代
は
、
だ
い
た
い
う
ま
く
行
っ
た
。
だ
が
前

20

30

号
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
い
つ
も
う
ま
く
行
く
訳
で
は
な
か
っ

た
。
ホ
ー
ム
か
ら
落
ち
た
り
、
電
柱
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
止
ま

っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
後
ろ
に
顔
を
ぶ
つ
け
て
歯
を
折

っ
た
り
も
し
た
。

話
は
も
と
へ
戻
る
。

私
が
障
害
者
の
外
出
支
援
に
手
を
染
め
る
に
つ
い
て
は
、
右

の
よ
う
な
こ
と
が
、
徐
々
に
困
難
に
な
っ
て
来
た
と
い
う
現
実

が
あ
る
。
私
自
身
の
能
力
の
減
退
と
、
母
の
高
齢
化
で
あ
る
。

し
か
し
外
出
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
公
的
支
援
と
し
て
の
外
出
サ
ー
ビ
ス

は
、
私
が
母
の
厄
介
に
な
っ
て
い
た
範
囲
を
超
え
な
い
。
せ
い

ぜ
い
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
自

立
支
援
と
言
い
な
が
ら
、
職
業
に
関
わ
る
外
出
、
通
学
、
営
利

目
的
の
外
出
に
は
利
用
で
き
な
い
。
伯
鶴
さ
ん
の
事
故
を
考
え
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る
と
、
こ
の
辺
り
が
最
も
大
き
な
要
点
の
よ
う
に
思
え
る
。

鉄
道
を
安
全
に
乗
降
す
る
た
め
に
、
以
前
よ
り
障
害
者
が
利

用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
そ
れ
は
駅
の
職
員
の
手
を
借

り
て
安
全
を
は
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
車
椅
子
使
用
者
の

方
々
が
、
駅
員
の
手
を
借
り
て
い
る
様
子
は
、
案
外
よ
く
見
か

け
る
。
が
視
覚
障
害
者
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
私
自
身
は
、
駅
員

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る

が
、
積
極
的
に
お
願
い
し
た
経
験
は
な
い
。

そ
こ
で
鉄
道
会
社
の
数
社
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
か
尋
ね
て
み
た
。

尋
ね
た
の
は
、

、
東
急
電
鉄
、
京
浜
急
行
電
鉄
、
横
浜
市

JR

営
地
下
鉄
、
京
成
電
鉄
、
東
京
メ
ト
ロ
の
六
社
で
あ
る
。
京
急

と
京
成
は
、
私
が
日
常
的
に
利
用
し
て
い
る
電
車
で
あ
る
。

こ
こ
で
際
だ
っ
て
相
違
を
見
せ
た
の
が
、

と
他
の
鉄
道
会

JR

社
の
対
応
で
あ
る
。

以
外
の
会
社
で
は
、
「
最
寄
り
の
駅
で

JR

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ホ
ー
ム
で
の
乗
降
や
乗
り
換
え

な
ど
の
誘
導
を
行
い
ま
す
。
予
め
利
用
の
駅
に
電
話
連
絡
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
お
待
た
せ
の
時
間
も
短
く
な
り
ま
す
。
」
と

い
う
答
え
で
あ
っ
た
。
案
内
に
電
話
を
す
れ
ば
、
利
用
駅
の
電

話
番
号
も
教
え
て
も
ら
え
る
と
の
こ
と
だ
。

で
は
ど
う
か
？

JR
に
電
話
を
し
よ
う
と
電
話
番
号
を
調
べ
よ
う
と
し
て
、
先

JR
ず
驚
い
た
。
１
０
４
番
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
各
駅
の
電
話
番

号
は
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
案
内
だ
け
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
案
内
に
電
話
を
し
て
も
、
先
方
が
出
る
ま
で
に
、
長

い
こ
と
待
た
さ
れ
た
。

用
件
を
述
べ
る
と
、
「
１
日
以
上
前
に
、
こ
の
案
内
に
電
話

を
し
て
欲
し
い
。
そ
こ
で
乗
降
・
乗
り
換
え
の
駅
と
そ
の
時
間

を
申
し
込
ん
で
欲
し
い
。
」
と
答
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
同
じ
だ
と
い
う
。

で
は
、
乗
り
た
い
駅
、
乗
り

JR

た
い
電
車
、
乗
り
換
え
あ
る
い
は
降
り
た
い
駅
を
事
前
に
決
め

て
か
ら
申
し
込
む
よ
う
に
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
外
は
地
域
の
鉄
道
で
、
日
常
的
な
足
と
し
て
乗
降
し
て

JR
い
る
。

は
、
新
幹
線
を
は
じ
め
遠
距
離
を
運
行
し
て
い
て
、

JR

山
手
線
、
京
浜
東
北
線
な
ど
、
日
常
の
足
と
し
て
乗
降
す
る
電

車
も
運
行
し
て
い
る
。
が
ど
う
や
ら
駅
員
の
手
を
借
り
る
に

は
、
遠
距
離
運
行
を
利
用
す
る
の
と
同
じ
考
え
で
乗
降
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
身
近
に
利
用
す
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
私
も
考
え
て
見
た
い
。

案
内
の
電
話
番
号
：

0
5
0
-
2
0
1
6
-
1
6
0
0
､
1
6
0
2

JR東
急
電
鉄

0
3
-
3
4
7
7
-
0
1
0
9

京
急
電
鉄

0
3
-
5
7
8
9
-
8
6
8
6

横
浜
市
営
地
下
鉄

0
4
5
-
6
6
4
-
2
5
2
5

京
成
電
鉄

0
3
-
3
8
3
1
-
0
1
3
1

東
京
メ
ト
ロ

0
3
-
3
9
4
1
-
2
0
0
4
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「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
例
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
０
９
年
２
月

日
（
水
）

：

～

39

18

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

機
関
誌
「
羽
化
」
第

号
を
配
布
し
た
。

72

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
を
発
足
す
る
た
め
、
３
年
半
前

に
、
毎
日
新
聞
他
、
読
売
新
聞
、
東
京
新
聞
に
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
に
よ
る
漢
点
字
点
訳
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求

め
て
、
各
新
聞
社
に
募
集
要
項
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
各

社
の
担
当
者
に
、
「
漢
点
字
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
お
り

に
、
毎
日
新
聞
の
記
者
、
有
田
浩
子
さ
ん
が
、
も
う
少
し
詳
し

く
話
を
聞
き
た
い
と
言
っ
て
、
岡
田
代
表
と
わ
た
し
を
取
材
し

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
よ
い
記
事
を
掲
載
し
て

く
だ
さ
っ
た
毎
日
新
聞
の
記
事
を
読
ま
れ
た
方
が
一
番
多
く
集

ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
４
回
の
「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

漢
点
字
入
力
講
座
」
を
終
え
て
、
「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」

が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
の
読
み
た
い
本
を
入

力
し
て
い
た
だ
き
は
じ
め
、
さ
ら
に
漢
点
字
を
、
視
覚
障
害
者

に
普
及
す
る
た
め
に
「
学
習
会
」
を
２
０
０
７
年
４
月
か
ら
始

め
た
。

当
然
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
は
有
田
記
者
に
報
告
し
た
が
、
今

回
、
横
浜
で
「
常
用
字
解
」
の
漢
点
字
訳
が
完
成
し
、
「
常
用

字
解
」
の
小
型
版
の
よ
う
な
、
小
、
中
学
生
向
け
に
、
白
川
静

監
修
、
山
本
史
也
著
の
、
「
神
さ
ま
が
く
れ
た
漢
字
た
ち
」
を

東
京
羽
化
で
漢
点
訳
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
併
せ
て
、

有
田
記
者
に
報
告
し
た
の
で
、
再
度
取
材
を
始
め
ら
れ
た
。
有

田
さ
ん
の
時
間
の
都
合
で
、
２
月

日
の
「
学
習
会
」
か
ら
来

21

ら
れ
、
後
１
度
は
、
次
の
例
会
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
何

よ
り
も
、
岡
田
代
表
か
ら
、
「
常
用
字
解
」
の
詳
し
い
話
を
聴

き
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
日
の
例
会
で
は
、
ま
ず
そ
ん
な
話
を
し
、
次
に
皆
さ
ん
が

入
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
、
実
際
に
、
Ｅ

Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
に
変
換
し
て
、
点
字
用
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
整
え
た

り
、
部
分
的
に
文
字
入
力
や
削
除
な
ど
の
編
集
方
法
を
、
岡
田

さ
ん
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

４
月

日
金
曜
日
、
横
浜
国
立
大
学
の
、
村
田
忠
禧
先
生
か

24

ら
ご
紹
介
の
「
社
団
法
人
国
際
善
隣
協
会
」
で
、
岡
田
さ
ん
が

漢
点
字
に
つ
い
て
講
演
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
橋
１
‐
５

‐
５
に
そ
の
ビ
ル
が
あ
る
。
今
回
は
東
京
羽
化
の
皆
様
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
馬
越
さ
ん
と
中
田
さ
ん
が
お
手
伝
い
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
許
さ
れ
る
な
ら
、
わ
た
し
も
参
加
し

た
い
。

学
習
会
も
レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
で
漢
字
を
大
き
く
書
い
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
字
式
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

－ １２ －



文
字
の
構
成
が
分
か
っ
て
き
て
興
味
が
増
し
て
い
る
。

第

回
例
会

２
０
０
９
年
３
月

日
（
水
）

：

～

40

11

13

30

：

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

15

30

毎
日
新
聞
の
有
田
記
者
が
、
２
月
の
学
習
会
取
材
に
引
き
続

い
て
、
例
会
活
動
に
も
取
材
に
見
え
た
。
学
習
会
は
、
た
と
え

ば
「
合
」
と
い
う
文
字
を
、
レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
に
書
い
て
い
た

だ
い
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
「
合
」
の
形
を
確
認
し
、
こ

の
文
字
の
成
り
立
ち
の
説
明
を
受
け
、
熟
語
と
し
て
ど
う
使
う

か
、
具
体
的
に
テ
キ
ス
ト
に
書
い
て
あ
る
も
の
を
読
み
、
も
っ

と
他
に
は
無
い
か
と
、
み
ん
な
で
熟
語
を
探
し
た
。
更
に
こ
の

「
合
」
の
字
を
組
み
込
ん
だ
文
字
、
「
糸
偏
に
合
」
で

「
給
」
。
「
手
偏
に
合
」
の
「
拾
」
。
「
竹
冠
に
合
」
で

「
答
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
形
と
成
り
立
ち
と
熟
語

を
習
っ
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
も
と
も
と
漢
字
を
知
っ
て
い
る

人
な
ら
、
漢
点
字
の
部
分
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
学
習
の
進
め

方
は
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

学
習
会
後
に
、
受
講
者
に
「
漢
点
字
を
学
習
す
る
こ
と
に
し

た
動
機
、
実
際
に
学
習
し
て
の
感
想
な
ど
を
聞
き
取
っ
て
い

た
。そ

れ
に
対
し
て
、
例
会
の
内
容
は
、
４
月

日
の
「
善
隣
協

24

会
」
で
の
、
岡
田
さ
ん
の
講
演
内
容
の
一
部
の
、
漢
点
字
と
漢

字
が
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
当

日
板
書
し
て
く
だ
さ
る
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
て
の
、
字

式
の
説
明
を
し
た
り
、
「
大
博
覧
会
」
の
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
を
使

っ
て
の
校
正
や
実
際
の
入
力
方
法
な
ど
は
、
初
め
て
見
る
方
に

は
、
い
さ
さ
か
分
か
り
づ
ら
い
と
思
う
。
そ
れ
に
、
漢
点
字
の

必
要
性
が
ま
だ
充
分
理
解
い
た
だ
い
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
記
者
も
、
も
う
少
し
「
漢
点
字
を
使
う
人
を
ど
う
し
て

増
や
し
た
い
の
か
知
り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
木
村

か
ら
も
話
を
聞
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
４
月
６
日
に
お

会
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
講
演
会
の
前
に
、
善
隣
協
会
の
方
と
村
田
先
生
、
漢
点

字
協
会
の
会
長
・
川
上
リ
ツ
エ
さ
ん
、
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

の
木
下
さ
ん
、
岡
田
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
木
村
と
、
そ
の
、
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
３
名
の
方
と
、

時
か
ら
会
食
を
す
る
こ
と

12

に
な
っ
た
。
東
京
羽
化
の
会
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
よ
い
と
思
う
。

４
月
の
例
会
か
ら
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
。
奥
平
卓

著
、
「
漢
文
の
読
み
方
」
（
岩
波
新
書
ジ
ュ
ニ
ア
１
４
７
）
を

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
訓
点
の
付
け
方
と
読
み
方
、
入
力
方
法
な

ど
を
、
例
会
の
場
で
、
同
じ
所
を
み
ん
な
で
入
力
す
る
こ
と
に

し
た
。
４
月
の
例
会
の
と
き
に
コ
ピ
ー
を
配
布
す
る
。

ま
た
４
月
の
例
会
で
は
、
「
銀
文
字
聖
書
の
謎
」
に
出
て
く

る
新
た
な
記
号
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
不
明
な
記
号
を
書
き
出

し
て
、
統
一
す
る
。
そ
の
た
め
に
原
本
を
持
ち
寄
る
こ
と
に
す

る
。＊

予
告

４
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
０
９
年
４
月
８
日
（
水
）

41

：

～

：

、
７
階
第
１
会
議
室

13

30

15

30
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第2
5

回
学
習
会
、
２
０
０
９
年
４
月1

8

日
（
土
）
、1

8

：3
0

～2
0

：3
0

、
港
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

５
月
の
例
会
（
第4

2

回
）
、
２
０
０
９
年
５
月1

3

日

（
水
）
、
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

第2
6

回
学
習
会
、
２
０
０
９
年
５
月2

3

日
（
土
）
、1

8

：3
0

～2
0

：3
0

、
７
階
第
１
会
議
室

わ
た
く
し
ご
と

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
の
皆
様
に
「
銀
文
字
聖
書
の

謎
」
（
小
塩
節

新
潮
社
）
を
入
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の

本
を
読
ん
で
い
る
と
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
感
動
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。

ま
ず
、
何
故
こ
の
本
を
お
願
い
し
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

４
世
紀
後
半
に
、
ド
ナ
ウ
河
畔
の
小
さ
な
村
に
住
む
、
ウ
ル
フ

ィ
ラ
と
い
う
男
が
、
た
っ
た
一
人
で
、
数
十
年
か
け
て
ギ
リ
シ

ャ
語
の
旧
・
新
約
聖
書
を
、
自
分
の
国
の
言
葉
で
あ
る
ゴ
ー
ト

語
に
訳
出
し
た
（
列
王
記
上
・
下
を
除
く
）
。

そ
れ
が
６
世
紀
に
は
北
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
に
運
ば

れ
、
テ
オ
ド
リ
ク
ス
大
王
の
命
令
で
、
大
々
的
に
書
写
作
業
が

行
な
わ
れ
た
。
何
部
か
書
写
さ
れ
た
ゴ
ー
ト
語
の
聖
書
の
写
本

は
、
テ
オ
ド
リ
ク
ス
大
王
の
命
で
、
当
時
は
ま
だ
ゴ
ー
ト
人
以

外
に
は
文
字
を
持
た
な
い
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
に
贈
っ
た
。
そ
れ

は
、
染
め
て
な
い
羊
皮
紙
に
、
普
通
の
黒
色
の
炭
で
書
か
れ
て

い
た
が
、
分
厚
い
皮
の
表
紙
に
宝
石
な
ど
を
埋
め
込
ん
だ
豪
華

な
装
丁
の
聖
書
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
テ
オ
ド
リ
ク
ス
大
王
は
、
自
分
自
身
の
た
め
に

王
位
を
表
す
朱
色
に
染
め
た
羊
皮
紙
に
金
・
銀
泥
で
文
字
を
記

し
た
聖
書
を
一
部
だ
け
つ
く
ら
せ
た
。
新
約
聖
書
前
半
の
四
福

音
書
の
み
の
美
し
い
特
製
本
で
、
こ
れ
が
「
銀
文
字
聖
書
」
で

あ
る
。

ゲ
ル
マ
ン
諸
族
に
贈
ら
れ
た
も
の
は
、
長
く
度
重
な
る
戦
乱

の
中
で
、
こ
と
ご
と
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
「
銀
文
字
聖
書
」
だ
け
が
散
逸
し
な
が
ら

も
、
戦
乱
の
中
を
ど
う
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
か
、
数
奇
な
運
命

を
た
ど
り
な
が
ら
、
１
５
０
０
年
を
経
て
、
今
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
国
宝
に
な
っ
て
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
図
書
館

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ウ
プ
サ
ラ
大
学
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
元
の
３
３
６
枚
の
、
そ
の
半
分
強
の
１
８
７
枚
で
あ
る
。

１
９
７
０
年
に
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
パ
イ
ヤ
ー
大
聖
堂
か
ら
最
終
ペ

ー
ジ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
ま
だ
ど
こ
か
の
修
道
院
か

大
聖
堂
か
ら
、
一
枚
、
ま
た
一
枚
と
発
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。わ

た
し
が
感
動
し
た
の
は
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
で
も
、
古
い

ゴ
ー
ト
語
の
語
彙
や
文
法
を
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
で
き
、
訳
出
の

方
法
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
し
か
も
、
ゲ
ル
マ
ン

諸
国
は
、
６
世
紀
以
降
、
何
百
年
か
を
か
け
て
、
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
入
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
形
成

し
て
ゆ
く
の
だ
が
、
信
仰
に
関
す
る
基
本
的
な
言
葉
の
多
く

－ １４ －



を
、
ゴ
ー
ト
語
の
聖
書
か
ら
決
定
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ウ
ル
フ
ィ
ラ
は
、
「
ゼ
ウ
ス
」
の
こ
と
を
「
グ
ズ
」
（
ゴ
ッ

ド
）
と
い
う
言
葉
を
発
見
す
る
。

「
神
（
グ
ス
）
は
、
初
め
に
天
地
を
創
造
し
た
」
（
旧
約
聖

書
・
創
世
記
冒
頭
）

こ
の
「
グ
ズ
」
と
い
う
語
は
ゴ
ー
ト
語
で
は
、
「
相
談
相

手
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
呼
び
か
け
、
話
し
か
け
、
何
事

を
も
語
り
合
え
る
相
手
な
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
一
方
的
な
も

の
で
な
く
、
双
方
向
に
話
し
合
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
「
読
む
」
と
「
朗
読
す
る
」
は
ウ
ル
フ
ィ
ラ
の
ゴ
ー

ト
語
で
は
同
じ
一
語
で
、“

s
i
g
g
u
a
n
”
〔
ス
ィ
ン
グ
ワ
ン
〕

で
、
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
や
が
て
現
代
英
語
の“

s
i
n
g
”

〔
ス

ィ
ン
グ
〕
、
ド
イ
ツ
語
の“

s
i
n
g
e
n
”

「
歌
う
」
に
な
っ
た
。

何
を
読
み
歌
う
か
。
そ
れ
は
聖
書
を
朗
唱
す
る
こ
と
で
あ
る
。

聖
書
の
こ
と
を
ゴ
ー
ト
語
で
は“

b
o
k
a
”

〔
ボ
カ
〕
と
い

い
、
文
字
、
書
き
物
や
書
物
な
ど
を
さ
す
言
葉
で
あ
る
。
英
語

“
b
o
o
k
”

〔
ブ
ッ
ク
〕
や
ド
イ
ツ
語
の“

B
u
c
h
”

〔
ブ
ー
フ
、

本
〕
と
同
じ
根
っ
子
か
ら
来
て
い
る
語
で
、
ド
イ
ツ
語
の
場
合

は
、
も
と
は
ブ
ナ
の
木
を
さ
す
。

西
暦
前
２
世
紀
の
頃
、
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
、
北
イ
タ
リ
ア

に
入
っ
た
一
部
の
ゲ
ル
マ
ン
人
が
エ
ト
ル
リ
ア
の
人
々
か
ら
、

ル
ー
ネ
文
字
を
教
え
ら
れ
、
北
方
に
持
ち
帰
っ
て
道
し
る
べ
や

呪
文
用
に
、
そ
の
文
字
を
ブ
ナ
の
木
の
枝
や
棒
に
記
し
た
。

ブ
ナ
は
英
語
で“

b
e
e
c
h
”

、
ド
イ
ツ
語
で
は“

B
u
c
h
e
”

と

今
で
も
い
う
。
ブ
ナ
に
刻
ん
だ
も
の
が
文
字
で
あ
り
、
書
で
あ

る
。ブ

ナ
の
幹
や
枝
に
鋭
い
石
や
刃
物
の
先
で
ひ
っ
掻
く
よ
う
に

し
て
文
字
を
書
く
。
ブ
ナ
の
木
肌
は
、
刻
ま
れ
た
傷
を
か
な
り

長
い
あ
い
だ
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
性
質
が
あ
り
、
森
の
奥
に

至
る
小
径
の
ブ
ナ
の
幹
に
ル
ー
ネ
文
字
な
ど
で
一
種
の
道
し
る

べ
を
「
掻
き
」
記
し
た
ら
し
い
。

グ
リ
ム
兄
弟
は
ゴ
ー
ト
語
の
研
究
者
と
は
聴
い
て
い
た
が
、

こ
の
ウ
ル
フ
ィ
ラ
の
こ
と
に
繋
が
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
グ

リ
ム
や
フ
ェ
ロ
ー
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
な
ど
の
本
を
読
む
と
、

「
ル
ー
ネ
文
字
」
の
不
思
議
な
文
字
を
見
つ
け
る
登
場
人
物
が

出
て
く
る
が
、
こ
れ
も
グ
リ
ム
た
ち
が
勝
手
に
造
り
出
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
も
納
得
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
も
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
読
め

ば
読
む
ほ
ど
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

ゴ
ー
ト
語
訳
聖
書
か
ら
、
沢
山
の
言
葉
が
、
現
代
の
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
言
語
の
元
に
な
っ

て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
と
、
全
く
語
学
を
知
ら
な
い
わ
た
し

は
、
た
だ
う
な
ず
く
し
か
な
い
。

ま
だ
ま
だ
全
部
読
み
切
れ
て
い
な
い
し
、
理
解
の
ほ
ど
も
浅

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
ゆ
き
た
い
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。２

０
０
９
年
４
月
６
日
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第

回
（
第

回
）
報
告

20

10

22

１

日
時

平
成

年
１
月

日

(

土)

21

17

時

分
～

時

分

18

35

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
二
回
（
全
十
回
）
」
点
字
編
、
墨
字
編

レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
品
、
唱
、
単
、
單
、
和
、
合
、
給
、

拾
、
答

５

学
習
会
内
容

（
１
）
前
回
の
復
習

テ
キ
ス
ト
第
二
回
、

３

複
合
文
字
（
１
）

「
伝
」
、
「
転
」

旧
字
の
〝
傳
〟
〝
轉
〟
か
ら
つ
く
り

の
部
分
は
旧
字
の
〝
專
〟
を
用
い
る
。

「
秋
」

旧
字
の
〝
穐
〟
か
ら
つ
く
り
の
部
分
は
〝
火
〟

を
用
い
る
。
亀
は
害
虫
を
意
味
す
る
。

「
畑
」
、
「
炎
」
、
「
談
」
。

「
点
」

元
は
〝
點
〟
で
黒
い
煤
が
点
々
と
付
い
た
状
態

を
意
味
し
て
い
る
。
字
式
は
占
／
列
火

「
然
」

左
上
の
月
を
斜
め
に
し
た
部
分
は
肉
づ
き
で
、

犬
の
肉
を
火
で
あ
ぶ
る
様
を
意
味
し
て
い
る
。
中
国
で
は
犬
は

神
聖
な
動
物
で
、
神
様
へ
の
供
え
物
と
し
て
犬
の
肉
を
捧
げ

た
。
字
式
は
〝
月
＋
犬
〟
／
列
火

「
燃
」

高
熱
で
燃
え
上
が
る
様
を
表
す
文
字
。
字
式
は

火
＋
然

（
２
）
今
回
の
学
習
内
容

テ
キ
ス
ト
第
三
回
、

複
合
文
字
（
１
）

５
．
漢
数
字
お
よ
び
第
１
基

本
文
字
を
部
首
と
し
た
文
字
（
５
）

テ
キ
ス
ト
で
は
文
字
を
構
成
し
て
い
る
部
分
を
〝
部
首
〟
で

表
現
し
て
い
る
が
、
漢
和
辞
典
の
部
首
分
類
の
〝
部
首
〟
と
混

同
す
る
た
め
、
以
後
は
〝
パ
ー
ツ
〟
で
表
現
す
る
。

＊

口

（
１
・
２
・
４
・
５
の
点
）
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含

む
文
字
。「

品

」

口

と
三

（
１
・
４
の
点
）
で
表

77
す
。
字
式
は
口
／
〝
口
＋
口
〟
。
口
は
祝
詞
を
入
れ
る
器
（
サ

イ
）
を
意
味
し
、
三
つ
あ
る
の
は
サ
イ
を
多
く
並
べ
る
と
い
う

意
味
。
音
読
み
の
ヒ
ン
は
漢
音
、
ホ
ン
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
新

品
〟
〝
商
品
〟
〝
製
品
〟
〝
気
品
〟
〝
上
品
〟
〝
部
品
〟
〝
作

品
〟
〝
景
品
〟
〝
手
品
〟
〝
品
評
〟
〝
品
位
〟
な
ど
。
ホ
ン
の

使
わ
れ
方
は
〝
品
位
（
ホ
ン
イ
親
王
、
内
親
王
に
与
え
ら
れ
た

位
）
〟
〝
九
品
仏
（
ク
ホ
ン
ブ
ツ
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

「
唱

」

口

と
日

（
２
・
３
・
６
の
点
）
で

78
表
す
。
字
式
は
口
＋
“
日
／
日
”
。
右
側
の
〝
日
〟
は
明
る
い

と
い
う
意
味
で
、
星
を
さ
し
、
星
が
重
な
っ
て
瞬
い
て
い
る
様
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を
表
し
て
い
る
。
左
側
は
口
（
く
ち
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
音

読
み
の
シ
ョ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
の
〝
う
た
〟
は
他
に
〝

歌
〟
〝
唄
〟
〝
詩
〟
の
字
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
提
唱
〟
〝
暗
唱

〟
〝
絶
唱
〟
〝
斉
唱
〟
〝
復
唱
〟
〝
愛
唱
〟
。

「
単

」

旧
字
の
〝
單
〟
か
ら
口

と
口

で
表

79
す
。
字
式
は
、
ツ
／
田
・
十
で
旧
字
は
〝
口
＋
口
〟
／
田
・

十
。
元
は
盾
の
形
で
、
上
部
の
口
二
つ
は
模
様
を
意
味
す
る
。

軍
隊
の
最
小
単
位
ご
と
に
固
有
の
模
様
を
持
ち
他
と
区
別
し

た
。
單
が
３
つ
集
ま
る
と
軍
に
な
る
。
音
読
み
の
タ
ン
は
漢
・

呉
音
。
単
を
パ
ー
ツ
に
も
つ
字
に
蝉
、
弾
、
戦
、
禅
、
箪
な
ど

が
あ
る
。
熟
語
に
は
〝
単
身
〟
〝
単
元
〟
〝
単
数
〟
〝
単
刀
直

入
〟
〝
単
体
〟
〝
単
独
〟
〝
単
調
〟
な
ど
が
あ
る
。

「
和

」

ノ
木
偏
（
２
・
３
・
４
の
点
）
と
口

80で
表
す
。
字
式
は
ノ
木
偏
＋
口
。
戦
争
か
ら
き
た
字
で
、
ノ

木
は
目
印
に
立
て
る
木
、
口
は
サ
イ
の
意
味
で
、
争
い
ご
と
を

し
な
い
と
神
に
誓
い
を
た
て
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
音
読
み

の
ワ
は
呉
音
、
カ
は
漢
音
、
オ
は
唐
音
。
訓
読
み
に
〝
か
ず
〟

が
あ
る
。
熟
語
に
〝
温
和
〟
〝
柔
和
〟
〝
親
和
〟
〝
調
和
〟

〝
和
服
〟
〝
和
歌
〟
〝
和
風
〟
〝
和
訳
〟
。
カ
の
読
み
と
し
て

〝
和
氏
（
カ
シ
中
国
の
楚
の
人
で
玉
を
鑑
定
し
た
）
〟
。
〝
和

尚
〟
と
書
い
て
、
オ
シ
ョ
ウ
は
禅
宗
、
浄
土
宗
、
カ
シ
ョ
ウ
は

天
台
宗
の
僧
侶
の
こ
と
。
律
宗
は
〝
和
上
（
ワ
ジ
ョ
ウ
）
〟
と

い
う
。
他
の
読
み
方
に
〝
日
和
（
ひ
よ
り
）
〟
〝
和
泉
（
い
ず

み
）
〟
〝
三
和
土
（
た
た
き
）
〟
が
あ
る
。

平
成

年
度

第

回
（
第

回
）
報
告

20

11

23

１

日
時

平
成

年
２
月

日(

土)

時

分
～

時

分

21

21

18

30

20

40

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字

講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
三
回
（
全
十

回
）
」
点
字
編
、
墨
字
編

レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
員
、
損
、
史
、
使
、
舌
、
活
、
舎
、
話

５

学
習
会
内
容

（
１
）

お
知
ら
せ
：
４
／

(

金)

、(

社)

国
際
善
隣
協
会

24

で
、
岡
田
が
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
）

前
回
の
復
習

＊

口

（
１
・
２
・
４
・
５
の
点
）
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含

む
文
字
。
〝
サ
イ
〟
の
意
味
が
多
い
。

「
品

」

お
祈
り
の
道
具
。
三
つ
あ
る
こ
と
か
ら
沢
山

捧
げ
る
意
味
を
持
つ
。

「
唱

」

右
側
の
日
は
星
を
意
味
し
、
幾
つ
も
ま
た
た

い
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
る
。

「
単

」

漢
点
字
は
旧
字
の
〝
單
〟
よ
り
口

を
二
つ

で
表
し
て
い
る
。

「
和

」

〝
ワ
〟
は
、
日
本
の
呼
称
に
も
使
わ
れ
る
。

中
国
の
古
称
で
は
〝
倭
（
ワ
）
〟
が
使
わ
れ
た
。
古
代
中
国
で

は
東
西
南
北
に
住
す
る
異
民
族
に
対
し
〝
東
夷
（
ト
ウ
イ
；
東

方
の
え
び
す
。
満
州
、
朝
鮮
、
日
本
な
ど
）
〟
〝
西
戎
（
セ
イ

－ １７ －



ジ
ュ
ウ
；
チ
ベ
ッ
ト
、
ト
ル
コ
な
ど
）
〟
〝
北
狄
（
ホ
ク
テ
キ

；
北
方
塞
外
の
ウ
イ
グ
ル
、
蒙
古
な
ど
）
〟
〝
南
蛮
（
ナ
ン
バ

ン
；
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
南
海
の
諸
国
）
〟
と
呼
ん
で
い
た
。

（
３
）

今
回
の
学
習
内
容
（
テ
キ
ス
ト
は
前
回
と
同
じ
）

・
合

（
１
・
２
・
５
の
点
と
２
・
３
・
５
・
６
の
点
）

を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
。

「
合

」

三
角
屋
根
（
１
・
２
・
５
の
点
）
と
口

81
（
２
・
３
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
間
の
横
線
は
省
略
。
サ

イ
に
ふ
た
を
し
た
形
を
表
す
。
字
式
は
屋
根
／
一
／
口
。
音
読

み
の
ゴ
ウ
は
呉
音
、
ガ
ツ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
化
合
〟
〝
烏
合

〟
〝
配
合
〟
〝
混
合
〟
〝
都
合
〟
〝
結
合
〟
〝
集
合
〟
〝
結
合

〟
〝
照
合
〟
〝
合
戦
（
カ
ッ
セ
ン
）
〟
〝
合
点
（
ガ
ッ
テ
ン
）

〟
。
他
の
読
み
と
し
て
〝
百
合
（
ユ
リ
）
〟
が
あ
る
。
な
お
〝

会
〟
は
合
か
ら
転
じ
た
文
字
。

「
給

」

糸
偏
（
１
・
２
の
点
）
と
合

（
２

82
・
３
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
糸
＋
合
。
音
読
み
の

キ
ュ
ウ
は
漢
音
、
コ
ウ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
配
給
〟
〝
月
給
〟

〝
日
給
〟
〝
昇
給
〟
〝
恩
給
〟
〝
給
料
〟
〝
給
付
〟
な
ど
。
コ

ウ
の
読
み
は
〝
賑
給
（
シ
ン
ゴ
ウ
；
平
安
時
代
、
毎
年
５
月
、

京
中
の
窮
民
に
米
塩
を
支
給
す
る
公
事
。
奈
良
時
代
は
高
齢
者

身
寄
り
の
な
い
者
・
困
窮
者
な
ど
を
対
象
に
全
国
で
行
な
わ
れ

た
が
、
そ
の
後
、
京
中
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
）
〟

「
拾

」

手
偏
（
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）

83
と
合
（
２
・
３
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
手
偏
＋

合
。
音
読
み
の
シ
ュ
ウ
は
漢
音
、
ジ
ュ
ウ
は
呉
音
で
証
文
や
公

文
書
等
で
十
に
替
え
て
用
い
る
。
熟
語
に
は
〝
収
拾
〟
〝
拾
円

〟
〝
命
拾
い
〟
な
ど
が
あ
る
。

「
答

」

竹
冠
（
１
・
２
・
３
・
５
の
点
）
と
合

84
（
２
・
３
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
竹
／
合
。
音
読

み
の
ト
ウ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
答
弁
〟
〝
答
申
〟
〝
答
辞
〟
〝

即
答
〟
〝
問
答
〟
〝
自
問
自
答
〟
〝
口
答
え
〟
な
ど
。
他
に
〝

答
拝
（
タ
ッ
パ
イ
；
丁
寧
な
も
て
な
し
）
〟
が
あ
る
。
草
冠
の

〝
荅
〟
は
ト
ウ
と
読
み
、
小
粒
の
豆
、
あ
ず
き
や
緑
豆
な
ど
を

い
う
。

・
員

（
貝

３
・
５
の
点
と
口

１
・
２
・
４
・
５
の

点
）
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
二
つ
。

「
員

」

貝

は
〝
鼎
（
カ
ナ
エ
）
〟
を
簡
単
に

85
し
た
形
。
字
式
は
口
／
貝
。
音
読
み
の
イ
ン
は
漢
音
、
エ
ン
は

漢
・
呉
音
、
ウ
ン
と
読
む
呉
音
も
あ
る
。
熟
語
に
〝
全
員
〟
〝

欠
員
〟
〝
委
員
〟
〝
一
員
〟
〝
議
員
〟
〝
公
務
員
〟
〝
客
員
〟

な
ど
。
エ
ン
の
読
み
と
し
て
〝
方
員
（
ほ
う
え
ん
；
四
角
と

丸
）
〟
〝
員
石
（
エ
ン
セ
キ
；
丸
い
石
）
〟
が
あ
る
。
ウ
ン
の

読
み
方
の
使
わ
れ
方
は
不
明
。

「
損

」

手
偏
（
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）

86
と
員
（
１
・
２
・
４
・
５
の
点
）
（
口
の
部
分
を
用
い
、
貝
は

省
略
）
で
表
す
。
手
で
鼎
の
脚
を
折
る
（
神
に
さ
か
ら
う
）
の

意
味
を
持
つ
。
字
式
は
手
偏
＋
員
。
熟
語
に
〝
損
耗
〟
が
あ

る
。（

４
）
毎
日
新
聞
社
、
有
田
記
者
か
ら
の
質
問
を
受
け
る
。
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見
果
て
ぬ
夢
を
（
十
五
）

山

本

優

子

十
四

出
会
い(

承
前)

「
盲
人
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
た
好
本
は
一
八
七
八
年
（
明
治

一
一
年
）
大
阪
の
医
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
網
膜
色
素
変
性

症
と
い
う
先
天
性
眼
疾
患
に
よ
る
弱
視
者
だ
っ
た
が
、
二
十
二

歳
で
東
京
高
等
商
業
学
校
（
現
一
橋
大
学
）
を
卒
業
し
た
後
、

英
国
に
遊
学
。
神
学
や
盲
人
の
教
育
や
福
祉
を
学
ん
だ
。
若
い

時
か
ら
聖
書
や
内
村
鑑
三
の
著
書
を
む
さ
ぼ
り
読
み
、
方
々
の

教
会
関
係
の
集
会
に
参
加
し
て
い
た
好
本
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

に
立
ち
、
盲
人
界
で
働
こ
う
と
す
る
人
た
ち
を
背
後
か
ら
支
援

し
育
て
る
こ
と
に
使
命
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
孝
之
進
と
出
会

っ
た
こ
ろ
の
好
本
は
ま
だ
駆
け
出
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
が
、

類
を
見
な
い
国
際
的
感
覚
、
視
野
の
広
さ
を
持
ち
、
信
仰
に
裏

打
ち
さ
れ
た
英
国
紳
士
的
な
謙
虚
で
穏
健
な
人
柄
に
孝
之
進
は

深
い
感
動
を
受
け
た
。
好
本
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
情
熱
に
孝
之

進
は
自
ら
の
想
い
を
重
ね
合
わ
せ
、
旧
知
の
友
に
出
会
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
好
本
が
健
康
を
害
し

て
帰
国
し
、
し
ば
ら
く
の
療
養
の
後
、
早
稲
田
大
学
の
英
語
講

師
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
期
間
、
一
九
〇
六
年
（
明
治

三
十
九
年
）
か
ら
二
、
三
年
の
間
の
交
わ
り
で
あ
っ
た
が
、
お

互
い
が
分
か
ち
合
っ
た
も
の
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
孝

之
進
と
好
本
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
っ
て
い
た
時
、
好
本

が
言
い
出
し
た
。

「
わ
た
し
は
長
年
日
本
の
盲
人
界
を
よ
く
す
る
た
め
の
基
盤

に
な
る
よ
う
な
会
を
作
り
た
い
と
祈
っ
て
き
た
ん
で
す
」

孝
之
進
の
心
は
、
は
ず
ん
だ
。

「
好
本
さ
ん
、
ぜ
ひ
や
り
ま
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
そ
の
実
現

の
た
め
に
さ
っ
そ
く
祈
り
始
め
ま
す
よ
」

「
左
近
允
先
生
が
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
る
と
、
勇
気
百
倍
で

す
。
が
、
今
の
日
本
で
は
盲
人
界
へ
の
理
解
が
全
く
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
長
期
戦
で
い
く
し
か
な
い
で
し

ょ
う
ね
」

孝
之
進
は
、
思
わ
ず
言
っ
た
。

「
こ
う
い
う
会
は
今
す
ぐ
必
要
で
す
。
そ
の
う
ち
に
と
言
っ

て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
よ
。
今
日
か

ら
で
も
具
体
的
な
構
想
を
練
っ
て
祈
り
ま
し
ょ
う
」

孝
之
進
は
言
っ
て
か
ら
、
し
ま
っ
た
！

と
、
思
っ
た
が
、

意
外
に
も
好
本
は
、
膝
を
の
り
だ
し
て
き
た
。

「
左
近
允
先
生
、
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
か
ら
出
た
こ

と
で
す
。
わ
た
し
の
内
に
は
、
夢
の
構
想
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
実
現
に
向
け
て
後
押
し
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
」

－ １９ －



好
本
は
、
「
日
本
盲
人
会
」
結
成
を
呼
び
か
け
、
発
起
人
と

し
て
賛
同
者
が
次
々
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、

朝
鮮
ソ
ウ
ル
プ
レ
ス
英
字
新
聞
の
主
筆
だ
っ
た
山
縣
五
十
雄

（
や
ま
が
た

い
そ
お
）
、
東
京
盲
学
校
校
長
の
小
西
信
八

（
こ
に
し

の
ぶ
は
ち
）
、
京
都
盲
唖
院
長
鳥
居
嘉
三
郎
（
と

り
い

か
さ
ぶ
ろ
う
）
、
岐
阜
訓
盲
院
長
森
巻
耳
、
日
本
訓
盲

点
字
翻
案
者
で
あ
る
石
川
倉
次
、
そ
し
て
神
戸
訓
盲
院
長
左
近

允
孝
之
進
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
当
時
の
盲
界
の
指
導
者

た
ち
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
多
く
は
キ
リ
ス
ト
者
だ
っ
た
。

こ
の
会
を
結
成
し
た
こ
と
か
ら
、
の
ち
に
好
本
の
著
書
『
日
英

の
盲
人
』
や
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
『
わ
が
生
涯
』
、
内
村
鑑
三

の
『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
』
な
ど
が
点
字
出
版
さ
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
的
感
化
を
盲
界
に
残
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
年
）
四
月
十
七
日
夜
、
孝
之
進

の
尽
力
に
よ
り
、
多
聞
教
会
を
会
場
と
し
て
、
「
訓
盲
院
な
ら

び
に
日
本
盲
人
界
発
起
に
関
わ
る
演
説
会
」
が
持
た
れ
た
。
松

井
牧
師
が
司
会
を
担
当
し
、
孝
之
進
が
ま
ず
開
会
の
辞
を
述
べ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

準
備
を
重
ね
、
と
う
と
う
当
日
が
来
た
。
大
勢
の
聴
衆
が
集

ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
全
国
組
織
の
「
日
本
盲
人
会
」
発

足
を
、
一
般
の
人
々
の
前
で
も
宣
言
で
き
る
時
が
来
た
と
い
う

万
感
迫
る
想
い
に
孝
之
進
の
声
は
震
え
た
。
大
阪
盲
唖
院
教
頭

目
黒
文
十
郎
（
め
ぐ
ろ

ふ
み
じ
ゅ
う
ろ
う
）
、
京
都
盲
唖
院

教
師
谷
口
富
次
郎
（
た
に
ぐ
ち

と
み
じ
ろ
う
）
の
講
演
に
続

き
、
好
本
が
「
英
国
の
盲
人
」
と
い
う
題
目
で
講
演
を
し
た
。

七
十
名
を
超
え
る
聴
衆
の
感
動
の
う
ね
り
を
、
孝
之
進
は
全
身

で
感
じ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
想
い
と
同
時
に
、
何
と
し
て
で
も
自
分
に
与
え
ら
れ
た
使
命

を
全
う
し
た
い
と
い
う
強
い
願
い
に
満
た
さ
れ
た
夜
だ
っ
た
。

そ
の
講
演
会
は
、
特
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
盲
人
界
へ
の

認
識
を
広
げ
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

そ
れ
を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
、
好
本
は
、
か
ね
て
か
ら
深
く

共
感
を
覚
え
て
い
た
孝
之
進
の
点
字
新
聞
、
点
字
出
版
物
普
及

へ
の
取
り
組
み
を
、
積
極
的
に
支
援
し
よ
う
と
努
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
「
あ
け
ぼ
の
」
は
そ
の
後
数
年
で
廃
刊
に
追
い
込
ま

れ
た
が
、
好
本
は
後
に
毎
日
新
聞
五
十
周
年
の
企
画
に
毎
日
新

聞
社
に
よ
る
点
字
新
聞
発
行
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
。
そ
し

て
、
大
正
十
一
年
に
「
点
字
毎
日
」
発
行
を
実
現
さ
せ
た
。
中

村
京
太
郎
（
な
か
む
ら

き
ょ
う
た
ろ
う
）
を
英
国
に
留
学
さ

せ
、
「
点
字
毎
日
」
の
基
盤
を
固
め
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
新
聞
は
今
日
も
発
行
さ
れ
続
け
て
お
り
、
「
点
毎
（
て
ん

ま
い
）
」
と
い
う
愛
称
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
好

本
と
孝
之
進
夫
婦
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
「
点
字
毎
日
」

は
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

－ ２０ －
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涙

満
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参
照
図
書

『
要
説

漢
詩
』
（
日
栄
社
）

蜀

相

杜
甫

し
ょ
く
し
ょ
う

と

ほ

丞

相
の
祠
堂
何
れ
の
処
に
か
尋
ね
ん

じ
ょ
う
し
ょ
う

し

ど

う

い
ず

と
こ
ろ

た
ず

錦
官
城
外
柏
森
森

き
ん
か
ん
じ
ょ
う
が
い
は
く
し
ん
し
ん

階
に
映
ず
る
碧
草

自

ら
春

色

か
い

え
い

へ
き
そ
う
お
の
ず
か

し
ゅ
ん
し
ょ
く

葉
を
隔
つ
る
黄
鸝
空
し
く
好
音

は

へ
だ

こ

う

り

む
な

こ
う
い
ん

三
顧
頻
煩
な
り
天
下
の
計

さ

ん

こ

ひ
ん
ぱ
ん

て

ん

か

け
い

両

朝
開
済
す
老
臣
の
心

り
ょ
う
ち
ょ
う
か
い
さ
い

ろ
う
し
ん

こ
こ
ろ

師
を
出
だ
し
て
未
だ
捷
た
ざ
る
に
身
先
ず
死
し

し

い

い
ま

か

み

ま

し

長
え
に
英
雄
を
し
て
涙
襟
を
満
た
使
む

と
こ
し

え
い
ゆ
う

な
み
だ
き
ん

み

し

蜀
相
＝
諸

葛

亮
（

字

は
孔
明
）
の
こ
と
。
蜀
の
丞
相

し
ょ
か
つ
り
ょ
う

あ
ざ
な

こ
う
め
い

(

大
臣)

の
地
位
に
い
た
。

錦
官
城
外
＝
四
川
省
の
成
都
の
郊
外
。
孔
明
の

廟

が
あ
る
。

び
ょ
う

黄
鸝
＝
鶯
の
一
種
。
コ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
イ
ス
。

三
顧
＝
三
度
も
訪
れ
て
礼
を
尽
く
し
た
。

開
済
＝
国
の
基
礎
を
作
り
固
め
る
こ
と
。

春
の
景
色
の
中
、
孔
明
の
廟
を
訪
ね
て
感
慨
に
ふ
け
る
。

漢
滅
亡
後
の
三
国
時
代
、
蜀
の
劉
備(

り
ゅ
う
び)

は
、
孔
明

に
天
下
統
一
の
計
を
た
ず
ね
、
三
顧
の
礼
を
尽
く
し
て
迎
え
入

れ
る
。
孔
明
は
、
劉
備
と
そ
の
子
劉
禅(

り
ゅ
う
ぜ
ん)

の
二
代
に

わ
た
っ
て
仕
え
、
老
臣
と
な
っ
て
も
国
づ
く
り
に
心
を
く
だ
い

た
。
魏(

ぎ)
を
撃
つ
た
め
に
出
兵
し
、
勝
利
を
得
る
前
に
、
陣

中
で
病
死
し
た
孔
明
の
生
涯
は
、
後
世
の
英
雄
た
ち
を
深
く
感

動
さ
せ
、
涙
を
流
さ
せ
る
。

－ ２１ －
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蜀 相 ｀しょくしょう

丞 相 ノ 祠 堂 何 レノ 処 ニカ 尋 ネン

錦 官 城 外 柏 森 森

映 ズル 階 ニ 碧 草自 ラ 春 色
－

隔 ツル 葉 ヲ 黄 ｀こうり 空 シク

好 音

三 顧 頻 煩 ナリ 天 下 ノ 計

両 朝 開 済 ス 老 臣 ノ 心

出 ダシテ 師 ヲ｀ ルニ 未 ダ 捷

｀か タ 身 先 ヅ 死 シ

長 ヘニ 使 ム 英 雄 ヲシテ 涙 満

タ 襟 ヲ

～ 麗 ＋鳥 り

再読文字 未ダ いまダ～ず
ルニ未ダ いまダ～ざルニ

三国時代（２２０～２８０年）

後漢の末期になると、河北の魏に曹操、
ぎ そうそう

江南の呉に孫権、関中の蜀に劉備が、
そんけん しょく りゅうび

それぞれ国をたてて、魏･呉･蜀の三国

が鼎立した。
ていりつ



(横－１） － ２３ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第十四回

３ 複合文字 （１）

４．漢数字および第一基本文字を部首とした文字 （６）

※ 「口 」を部首として含む文字。

（７８） 唱 ショウ とな‐える うた‐う うた

「口 偏」の右側に「日 」を縦に二つ並べた形の文字です。右側の

部首は、元は〝口をそろえて言う〟という意味を持った文字でしたが、

現在では、別の意味に用いられています。そのために「口 」を偏に付

けて、その意味を表すようになりました。〝となえる〟と読んで、人に

先んじてものを言う意味、〝うたう〟と読んで、節を付けてうたうこと

を表します。漢点字では、「 （口偏）」と「 （日）」で表されます。

＊ 右側の「日 」を縦に並べた文字「昌 」、「ショウ、まさ」は、

中級編でご紹介します。

「唱和」「唱歌」「唱詠」「合唱」「独唱」「輪唱」

（７９） 単 タン ひとえ

墨字では、カタカナの「ツ」の下に「田 」・「十 」と縦に並べた形

の文字です。訓読みでは〝ひとえ〟ですが、副詞的に〝たんに〟という

用いられ方が一般です。〝ただ一つ〟、〝複雑でない〟という意味で用

いられます。この文字の旧字の「單」は、カタカナの「ツ」のところが、

「口 」を横に二つ並べた形になっています。漢点字では、この旧字を

点字符号にしています。すなわち「 」と「 」の符号で、「口 」を二

つ並べた形で表されます。

「単一」「単位」「単純」「単性」「単線」「簡単」「単衣物」

（８０） 和 ワ カ やわ‐らぐ やわ‐らげる なご‐

む なご‐やか あ‐える

「禾 偏」の右側に「口 」を置いた形の文字です。「禾 」は、稲穂

の実った形を表していて、豊かに穂を垂れた、丸く柔らかい状態を表す

部首です。右側の「口 」も、丸く定まった意味を表しています。〝や

わらぐ〟〝なごむ〟と読んで、角張らず、互いに許し合うという意味を

表します。〝あえる〟と読んで、野菜や魚介を合わせた料理の意味にも



－ ２４ － (横－２）

用いられます。また、〝わ〟と音読みすれば、我が国・日本を指す語に

もなりますし、戦いを収めることも意味します。漢点字では、「 （禾偏）」

と「 （口）」で表されます。

「和英辞典」「和解」「和合」「和平」「和睦」「平和」「共和国」「酢味噌

和え」

・「合 」と、それを部首として含む文字三つ。

（８１） 合 ゴウ ガツ あ‐う あ‐わせる あつ‐め

る あつ‐まる

三角の屋根の形の下に横線、その下に「口 」を置いた文字です。「口

」は容器の形を表して、それに三角屋根と横線で表したフタを、ぴた

りと閉じ合わせた形です。そこから、〝あう〟〝あわせる〟という意味

が生じました。ものとものとがぴたりと〝あう〟、気持ちや心が〝あう

〟、と用いられます。また、ものを〝あつめる〟、人が〝あつまる〟と

いう意味にも用いられます。さらに、容量の単位として、一升の十分の

一の意味に、また、高い山を十等分して、その高さの目安としても用い

られます。漢点字では、「 」で三角の屋根の形を、「 」で、「口 」を

表しています。

＊ 〝あう〟と読む文字は沢山あります。前回出て来た「会 」と

この「合 」の用いられ方の違いにご注意下さい。大まかに、前者は

「人にあう」、後者は、「ものがぴたりとあう」と用いられます。

「合格」「合理」「合同」「総合」「会合」「集合」「談合」「国際連合」「労

働組合」

（８２） 給 キュウ コウ たま‐う たまわ‐る たま

‐え た‐す あた‐える

「糸 偏」の右側に「合 」を置いた文字です。布地の欠けたとこ

ろを直ぐに補うという意味を表しています。欠けたところを補う、必要

なものを与える、目下の者へ与えるなどの意味があります。漢点字では、

「 （糸偏）」と「 （合 ）」で表されます。

「給与」「給食」「給仕」「給餌」「支給」「補給」「俸給」

（８３） 拾 シュウ ひろ‐う

「手 偏」の右側に「合 」を置いた形の文字です。手で掻き集め

ることを表す文字で、そこから〝ひろう〟という意味が生じました。漢

点字では、「 （手偏）」と「 （合 ）」で表されます。

「拾得物」「拾遺集」「落ち穂拾い」「拾い物」



ご
報
告
と
ご
案
内

一

賛
助
会
員
の
ご
芳
名

昨
・
二
〇
〇
八
年
度
、
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
並
び
に
東
京

漢
点
字
羽
化
の
会
に
、
賛
助
会
費
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
の
お
名
前
を
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
田
忠
禧
様
、

雨
宮
絢
子
様
、
河
村
美
智
子
様

武
田
幸
太
郎
様
、
遠
藤
幸
裕
様
、
木
原
純
子
様

高
橋
か
ず
様
、

政
井
宗
夫
様
、
飯
田
み
さ
様

佐
川
隆
正
様
、

松
村
敏
弘
様

な
お
本
誌
「
う
か
」
の
音
訳
版
は
、
七
十
三
号
（
本
号
）
か

ら
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
に
メ
デ
ィ
ア
を
移
行

致
し
ま
す
。
ご
入
金
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
、
そ
の
費
用
に

当
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二

国
際
善
隣
協
会
で
の
講
演

前
号
で
も
ご
報
告
・
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
横

浜
国
立
大
学
の
村
田
忠
禧
先
生
の
ご
推
薦
で
、
社
団
法
人
・
国

際
善
隣
協
会
に
て
、
漢
点
字
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
程
等
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

会
場
：

国
際
善
隣
会
館
五
階

〒1
0
5
-
0
0
0
4

東
京
都
港
区
新
橋

一
‐
五
‐
五

電
話
：0

3
-
3
5
7
3
-
3
0
5
1

（
代
表
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ:

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
o
k
u
s
a
i
z
e
n
r
i
n
.
c
o
m
/

日
時
：

二
〇
〇
九
年
四
月
二
四
日
（
金
）

一
三
：
三
〇
～
一
五
：
〇
〇

演
題
：

漢
点
字
と
日
中
友
好

＊

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
本
会
ま

で
ご
照
会
下
さ
い
。

三

音
訳
媒
体
の
変
更

本
誌
は
、
創
刊
か
ら
間
も
な
く
、
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
お
ら
れ
る
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
視
覚
障
害
者
向
け
に
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
さ
れ
た
音
訳
版
を
、
墨
字
版
か
ら
一

ヶ
月
遅
れ
て
発
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
七
十
二
号
・
十
二
年
分

を
、
滞
る
こ
と
な
く
、
上
質
の
音
訳
版
と
し
て
発
行
で
き
ま
し

－ ２５ －



た
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
、

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
負
っ
て
お
り
ま
す
。
感
謝
し
て
も
足
り

る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
一
般
に
は
、
録
音
・
録
画
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
を
終
了
し
ま
し
た
。
通
信
・
放

送
の
分
野
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
視
覚
障
害
者
の
読
書
が
音
訳
書
を
聴
読
す
る
と

い
う
方
法
を
採
る
限
り
、
こ
う
い
う
ト
レ
ン
ド
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
言
え
ま
す
。
近
い
将
来
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
の
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
が
、
世
の
中
か
ら
消

え
て
し
ま
お
う
と
い
う
情
況
が
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

視
覚
障
害
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
録
音
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、

現
在
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
位
置
づ
け
が
確
定
し
た
と
言
っ
て
よ
い

の
が
、
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ

は

に
保
存
し
て
読
者
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

CDに
は
、
録
音
内
容
が
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
収
め
ら
れ
て
い
ま

CDす
。
従
っ
て
録
音
内
容
を
お
手
元
に
留
め
た
い
と
希
望
さ
れ
る

方
は
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
に
コ
ピ
ー
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
保
存
で
き
ま
す
。

本
誌
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
版
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｗ
を
使
用
し
て
お
届
け

致
し
ま
す
。
お
聞
き
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
お
送
り
し
た

郵
送
袋
の
宛
名
カ
ー
ド
を
裏
返
し
て
、
ご
返
送
下
さ
い
。

こ
れ
ま
で
デ
ィ
ス
ク
版
と
し
て
Ｅ
Ｉ
Ｂ
フ
ァ
イ
ル
を
、
フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
収
め
て
お
送
り
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
同
じ
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｗ
に
収
録
し
て
お
送
り
致
し
ま
す
。

以
上
、
ご
意
見
等
、
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

四

漢
点
字
講
習
会

横
浜
で
行
っ
て
お
り
ま
す
漢
点
字
講
習
会
は
、
今
年
・
二
〇

〇
九
年
度
で
、
七
年
目
に
入
り
ま
す
。

例
年
の
通
り
今
年
度
も
、
横
浜
市
健
康
福
祉
局
、
横
浜
市
教

育
委
員
会
、
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
後
援
を
い
た
だ
い

て
実
施
致
し
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
私
ど
も
は
、
触
読
文
字
で
あ
る
〈
漢
点

字
〉
が
、
文
字
と
し
て
遜
色
な
い
こ
と
を
深
く
確
信
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
視
覚
障
害
者
、
教
育
関
係
者
、
視
覚

障
害
者
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、
是
非
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
第
一
回
講
習
会
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
五
日
一
四
：

〇
〇
～
一
六
：
〇
〇
、
横
浜
市
社
協
八
階
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
に
て
。

－ ２６ －



Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://ukanokai.web.infoseek.co.jp

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は6月15日です。
※本誌(活字版･テープ版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

「
案
内
」
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
本
誌
「
う
か
」
の
音
訳

版
が
テ
ー
プ
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
版

に
衣
替
え
し
ま
す
。

本
誌
の
編
集
担
当
者
も
、
初
代
の
宗
助
悦
子
さ
ん
か
ら

平
野
桃
子
さ
ん
、
宇
田
川
幸
子
さ
ん
を
経
て
、
私
、
木
下

に
受
け
継
が
れ
、
号
数
も

号
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま

72

し
た
。
そ
の

年
間
、
１
度
も
落
と
す
こ
と
な
く
、
隔
月

12

発
行
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
前
担
当
者
の

や
む
を
得
な
い
事
情
か
ら
引
き
受
け
て
、
既
に
満
３
年
を

経
過
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
こ
の
仕
事
は
手
間
が
か
か
り
、

神
経
も
使
う
も
の
で
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
そ
れ
を

扱
う
ソ
フ
ト
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
よ
っ
て
、
か
な
り
快
適

に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
機
関
誌
が
続
い
て
い

る
の
は
、
岡
田
代
表
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
実
践
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
で
す
。
そ
の
他
に
も
長
期
間
継

続
し
て
執
筆
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
山
内
さ
ん
始
め
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
毎

号
新
し
く
表
紙
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
る
岡
稲
子
さ
ん
は
、

第

号
か
ら
欠
か
さ
ず
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

21
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

木
下

和
久)

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住･在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。
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